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事業用自動車による交通事故件数の推移

各モードの交通事故の推移交通事故全体と事業用自動車の交通事故の推移

出典：警察庁「令和6年中の交通事故の発生状況」
（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」
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出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」
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○ 令和６年中に発生した交通事故全体の件数（人身事故件数）は290,895件、そのうち、事業用自動車の交通事故件数※１は

22,623件であった。

○ 令和元年※２と比較して令和６年の交通事故件数は軽貨物以外の全モードにおいて減少している。

※１ 事業用自動車が第一当事者である人身事故件数

（予測値）

（予測値）

（予測値）

（予測値）

予測値については、令和元年と令和６年を直線的に結んだもの。次ページ以降において同じ。 1

※２ プラン2025より前の年であって、コロナ禍の影響がなかった直近の年



事業用自動車による交通事故死者数の推移

各モードの交通事故死者数の推移
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事業用自動車死者数：225人以下
事業用(30日以内)   ：260人以下
（参考）第11次交通安全基本計画

死者数 ： 2,000人以下

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」
出典：警察庁「令和6年中の交通事故の発生状況」

（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」
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トラック：190人以下

プラン2025削減目標
バス ：10人以下
タクシー：25人以下

○ 令和６年中に発生した交通事故全体の死者数は2,663人であり、そのうち、事業用自動車の交通事故死者数は286人（前年比

15人増）であった。

○ 令和元年と比較して令和６年の交通事故死者数は、乗合バスにおいて増加、タクシーにおいては同数となっている。

（予測値）

（予測値）

（予測値）

（予測値）

（予測値）
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業態別の特徴的な事故（乗合バス）

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」

○ 乗合バスの事故類型としては、「車内事故」が全体の約3割にあたる280件発生しており、最多。ただし、車内事故による死亡事

故は発生していない。

○ 乗合バスの死亡事故類型としては、「横断中」などの人との事故が多い。
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乗合バスの事故類型 乗合バスの死亡事故類型
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業態別の特徴的な事故（貸切バス）

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」

○ 貸切バスの事故類型としては、「追突」が全体の約3割にあたる52件発生しており、最多。ただし、追突による死亡事故は発生し

ていない。

○ 貸切バスの死亡事故類型としては、人との事故が多い。
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業態別の特徴的な事故（タクシー）

○ タクシーの事故類型としては、「追突」、「出会い頭衝突」の順に多い。ただし、両方の事故ともに死亡事故は発生していない。

○ タクシーの死亡事故類型としては、人との事故、特に路上横臥中が最も多い。
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出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」



業態別の特徴的な事故（トラック）

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」

○ トラックの事故類型としては、「追突」が全体の約４割にあたる5,442件発生しており、最多。追突による死亡事故も38件発生して

いる。

○ トラックの死亡事故事故類型としては、「横断中」の人との事故が最も多い。

6

2 
9 

50 

0 
7 2 

13 
6 8 

38 

20 
6 

30 

5 
20 

2 0 1 
0

20

40

60

対
面
通
行
中

背
面
通
行
中

横
断
中

路
上
遊
戯
中

路
上
作
業
中

路
上
停
止
中

路
上
横
臥
中

そ
の
他

正
面
衝
突

追
突

出
会
い
頭
衝
突

追
越
・追
抜
・進
路
変
更

時
衝
突

す
れ
違
い
・左
折
・右
折

時
衝
突

そ
の
他

工
作
物
衝
突

駐
車
車
両
衝
突

路
外
逸
脱

そ
の
他

人との事故 他車との事故 単独事故

62 161 
739 

6 37 35 24 196 169 

5,442 

2,019 
1,370 1,811 1,331 

85 36 1 15 
0

2,000

4,000

6,000

対
面
通
行
中

背
面
通
行
中

横
断
中

路
上
遊
戯
中

路
上
作
業
中

路
上
停
止
中

路
上
横
臥
中

そ
の
他

正
面
衝
突

追
突

出
会
い
頭
衝
突

追
越
・追
抜
・進
路
変
更

時
衝
突

す
れ
違
い
・左
折
・右
折
時

衝
突

そ
の
他

工
作
物
衝
突

駐
車
車
両
衝
突

路
外
逸
脱

そ
の
他

人との事故 他車との事故 単独事故

トラックの事故類型 トラックの死亡事故類型
○事故類型別件数

（件数）

（件数）

（件数）

○令和６年事故類型別事故件数の内訳

○事故類型別死亡事故件数

○令和６年事故類型別死亡事故件数の内訳
（件数）

1,260 

1,273 

1,232 

1,231 

1,108 

1,281 

12,142 

12,722 

12,993 

12,640 

12,233 

14,146 

137 

178 

158 

159 

158 

178 

1 

0 

0 

1 

1 

1 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000 18,000

R6

R5

R4

R3

R2

R1

人との事故 他車との事故 単独事故 列車

89 

91 

80 

88 

84 

118 

107 

100 

91 

107 

123 

119 

23 

31 

25 

26 

20 

27 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 50 100 150 200 250 300

R6

R5

R4

R3

R2

R1

人との事故 他車との事故 単独事故 列車



出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」

軽貨物の死亡事故類型

（件数）

○令和６年死亡事故類型別事故件数の内訳
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○事故類型別件数

○ 軽貨物の事故類型としては、「追突」が全体の約３割にあたる1,572件発生しており、最多。ただし、追突による死亡事故は発生

していない。

○ 軽貨物の死亡事故事故類型としては、「横断中」の人との事故が最も多い。
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出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」

○ 事業用自動車による令和６年の飲酒運転事故件数は37件で、その内35件がトラックにおける事故。

○ 令和元年と比較して令和６年の飲酒運転事故件数は、全モードにおいて減少している。

プラン2025削減目標
飲酒運転：0件

飲酒運転による事業用自動車の交通事故

（予測値）

事業用自動車による飲酒運転事故件数の推移

8



○ 運転者の疾病により事業用自動車の運転を継続できなくなった事案として、自動車事故報告規則に基づき報告のあった件数

は昨年より減少

○ 令和６年は健康起因事故報告件数のうち約33％が交通事故に至っているが、人身事故件数は横ばいの状況

乗合 （運転者数：約７万人）

貸切・特定 （運転者数：約４万人）

タクシー （運転者数：約２５万人）

トラック （運転者数：約８５万人）

衝突・接触を伴うもので、死傷者が生じたもの（人身事故等）

衝突・接触を伴うもので、死傷者が生じていないもの（物損事故等）

衝突・接触がなかったもの（乗務の中断等）

9

健康状態に起因する事故報告件数
（業態毎の件数）

健康状態に起因する事故報告件数
（報告内容毎の件数）
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（出典）自動車事故報告規則に基づく運送事業者から提出される報告書の記載事項
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○ 各モードにおいても健康起因事故の報告件数は令和５年比で乗合と貸切等は減少、ハイ・タクは増加、トラックは同数であった。

○ バスの多くは事故に至らずに乗務の中断を実施している一方、タクシー、トラックでは約半数が事故に至っている。

○ タクシーとトラックは、交通事故に至った事案が令和５年比で増加している。

（路線バス等）
（観光バス等）

運転者数：約７万人

10
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タクシー トラック

業態別の健康状態に起因する事故報告件数の推移

（出典）自動車事故報告規則に基づく運送事業者から提出される報告書の記載事項
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○ 過去10年間で健康起因事故を起こした運転者3,240のうち心臓疾患、脳疾患、大動脈瘤及び解離が31％を占める。
○ うち、死亡した運転者523人の疾病別内訳は、心臓疾患が55％、脳疾患が11％、大動脈瘤及び解離が14％を占める。

計３，２４０人

11

健康起因事故を起こした運転者の疾病別内訳
（平成２７年～令和６年）

健康起因により死亡した運転者の疾病別内訳
（平成２７年～令和６年）

心臓疾患
（心筋梗塞、心不全等）

470人,15％

脳疾患
（くも膜下出血、

脳内出血等）

423人,13％

大動脈瘤及び解離
104人,3％

呼吸器系疾患
231人,7％

消化器系疾患
164人,5％

その他
1,350人

42％

不明
485人
15％

計５２３人

心臓疾患
（心筋梗塞、心不全等）

287人
55％

脳疾患
（くも膜下出血、脳内出血等）

58人
11％

大動脈瘤及び解離
75人,14％

その他
43人,8％

不明
58人
11％

呼吸器系疾患
2人,0.4％

睡眠時無呼吸症候群
13人,0.4％

健康起因事故の疾病別の内訳（平成２７年～令和６年）

（出典）自動車事故報告規則に基づく運送事業者から提出される報告書の記載事項



国際海上コンテナの横転事故等発生状況等

海コン横転等事故発生状況

横転事故等発生件数 （自動車事故報告規則に基づき報告があったもの） 横転事故等による死傷者数
（件/人）

○国際海上コンテナの横転事故等の発生件数は近年横ばい傾向。令和５年の事故件数は１０件であり、うち６件は輸入コンテ
ナにより発生している。

○国際海上コンテナの横転事故等による死傷者数は令和元年以降増加。令和５年は死者が２名発生しており引き続き事故
防止に向けた取組が必要。
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大型車の車輪脱落事故発生状況（年度計）

発生件数（件） うち人身事故件数（件）

年度

（件）

令和６年度 大型車の車輪脱落事故発生状況①

年度別の大型車の車輪脱落事故の発生件数

13

※ 1 車両総重量8トン以上の自動車又は乗車定員30人以上の自動車であって、車輪を取り付けるホイール・ボルトの折損又はホイール・ナットの脱落により車輪が自動
車から脱落した事故

※ 2 大型車の内、乗車定員30人以上の自動車の件数（H27年度：3件、H28年度：1件、H29年度：1件、H30年度：3件、H31/R1年度：1件、R2年度：0件、R3年度：2件、
R4年度：2件、 R5年度：1件、 R6年度：2件）

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

大型車の車輪脱落事故の発生件数は増加傾向であったが、令和６年度は120件
発生、令和５年度（142件）より２２件減少した。
車輪脱落事故に伴う人身事故は３件、内３名が重軽傷を負った。
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令和６年度 大型車の車輪脱落事故発生状況②

14※ 車両総重量8トン以上の自動車又は乗車定員30人以上の自動車であって、車輪を取り付けるホイール・ボルトの折損又はホイール・ナットの脱落により車輪が
自動車から脱落した事故

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

車輪脱着作業から車輪脱落事故発生までの期間別発生件数（令和６年度）

約45％が車輪脱着作業後１ヶ月以内に発生
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15
※ 車両総重量8トン以上の自動車又は乗車定員30人以上の自動車であって、車輪を取り付けるホイール・ボルトの折損又はホイール・ナットの脱落により車輪が
自動車から脱落した事故
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事業用自動車事故削減目標（近畿）

目標値（プラン2025）
☆死者数 21人以下 ☆人身事故件数 3,510件以下
☆重軽傷数 275人以下 ☆飲酒運転 ゼロ

死者数及び人身事故件数は近畿管内の事業用自動車が全国で第一当事者として惹起した数値 出典：（公財）交通事故総合分析センター
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事業用自動車の死者数及び重傷者数（近畿：モード別）

死者数

出典：（公財）交通事故総合分析センター

事故削減目標値
●死者数
バ ス：0人
ハイタク：2人以下
トラック ：19人以下
合 計：21人以下

プラン２０２５
削減目標

プラン２０２５
削減目標

17

重傷者数

事故削減目標値
●重症者数
バ ス：13人以下
ハイタク：90人以下
トラック ：172人以下
合 計：275人以下
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事業用自動車の人身事故件数（近畿：モード別）

人身事故件数

出典：（公財）交通事故総合分析センター

事故削減目標値
●人身事故件数
バ ス：145件以下
ハイタク：1,185件以下
トラック ：2,180件以下
合 計：3,510件以下

プラン２０２５
削減目標
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業態別の特徴的な事故（乗合バス・近畿）

乗合バスの事故類型

○令和６年事故類型別事故件数の内訳
（件数）
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○事故類型別件数

○ 近畿における乗合バスの事故類型としては、「車内事故」が全体の４割近い76件発生しており、最多。

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」 19

乗合バス
【重点個別目標】
車内事故件数
３０件以下
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業態別の特徴的な事故（貸切バス・近畿）

貸切バスの事故類型

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」

（件数）

0

5

1

0

4

3

27

31

13

21

16

31

1

2

2

2

0

2

0

0

0

0

0

0

0 5 10 15 20 25 30 35 40

R6

R5

R4

R3

R2

R1

人との事故 他車との事故 単独事故 列車

○令和６年事故類型別事故件数の内訳

（件数）

○事故類型別件数

○ 貸切バスの事故類型としては、「追突」が全体の約5割にあたる１4件発生しており、最多。

〇 令和６年の乗客負傷事故は１件、負傷者は１人（軽傷）。
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貸切バス
【重点個別目標】

乗客負傷事故件数
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業態別の特徴的な事故（タクシー・近畿）

タクシーの事故類型

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」

○事故類型別件数

（件数）

（件数）

○令和６年事故類型別事故件数の内訳

○ タクシーの事故類型としては、「追突」 、 「出会い頭衝突」、「右左折時等の衝突」が多い。
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タクシー
【重点個別目標】

出会い頭衝突事故
件数１６０件以下
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業態別の特徴的な事故（トラック・近畿）

トラックの事故類型

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」

○事故類型別件数

（件数）

（件数）

○令和６年事故類型別事故件数の内訳

○ トラックの事故類型としては、「追突」が全体の約４割にあたる1,178件発生しており、最多。
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トラック
【重点個別目標】
追突事故件数
７０５件以下



府県別の事業用自動車の死者数（バス）

出典：（公財）交通事故総合分析センター
23
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府県別の事業用自動車の死者数（ハイタク）

出典：（公財）交通事故総合分析センター 24
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府県別の事業用自動車の死者数（トラック）

出典：（公財）交通事故総合分析センター
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府県別の事業用自動車の重傷者数（バス）

出典：（公財）交通事故総合分析センター 26
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府県別の事業用自動車の重傷者（ハイタク）

出典：（公財）交通事故総合分析センター 27
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府県別の事業用自動車の重傷者数（トラック）

出典：（公財）交通事故総合分析センター 28
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府県別の事業用自動車の人身事故件数（バス）

出典：（公財）交通事故総合分析センター 29
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府県別の事業用自動車の人身事故件数（ハイタク）

出典：（公財）交通事故総合分析センター 30
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府県別の事業用自動車の人身事故件数（トラック）

出典：（公財）交通事故総合分析センター
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普通貨物自動車と貨物軽自動車の件数等推移（近畿管内）

人身事故件数

死者数

重傷者数
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出典：（公財）交通事故総合分析センター


